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a＋Mg
当量比はどのステージでも危険な水準にあ

った0

7　貯蔵粗飼料のミネラル含量とパラソス

グラスサイレージの原料草，製品とも安全な水準に

あった。

8　自然草地と牧草地における放牧牛の血中レベル

の推移

放牧地における血清Mg値の季節変動をみると開牧

間もない人工草地で日本短角種，へレフォード種は低

下し仁黒毛和垣は逆に上昇の傾向がみられた。このこ

とは開牧間もない時期に日本短角種，へレフォード種，

及びへレフォード穫系のみに発生することに関係があ

ると思われた。また7月中旬から8月上旬の人工草地

を終えた時点ではどの品種も低下したが，その後の自

然草地放牧で上昇し，人工放牧地で低下した。盛岡市

営区界牧野では秋の発生が報告されているが，当場で

主として早春のみに集中していることは自然草地放牧

と関係があるのではないかと考えられた。

9　苦土と加里の施肥量がオーチャードグラスのMg

含有率に及ぼす影響

牧草のMg含有率は加里の施肥量が影響し，1番草

で加里無施用の場合ロ．22と高く，9月6日には0．4％

に達した。一方，加里の施用量を増すにつれて低下し，

40吻／10a施用では0．2％以上になったのは5番草

のみであった。

次に牧草中のMg％を高めるため草地の表層に苦土

を施用した場合，Mg％は苦土の増肥で高まり，加里

の増肥で低下し，加里が10毎／1Da．以上では苦土を

施用しないと1番草で0．2％に達しなかった。したが

って加里の多肥，置換性加里が多い場合は苦土の多肥

では効果は小さく，加里の施用を抑えることが重要で

あると考えられた（第2回）。
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月　　　　日

第2図　苦土と如里の施肥量がオーチャード

グラスの苦土含量に及ぼす影響

4　む　　す　　び

発生要因の解明は今後に残されているが，予防の面

からいままでのことを参考にし草地管理面に反映する

必要がある。

特に早春の牧草中のミネラルバランスを向上させる

加里の減量と苦土施肥の改善効果，またMgバランス

が適当と思われるよう開牧時期のコントロール，自然

草地放牧の組み合わせなどが有望と考えられる。

グラステタニー発生草地の土壌と牧草成分

－　石倉山放牧場における発生例　－

野村忠弘㌔坂本　晃も広田千秋モ照井信一＊＊

（＊青森県畜産試験場・＊＊家畜衛生試験場東北支場）

1　号　え　が　き

昭和48年9月に青森県の七戸町営石倉山放牧地で

グラステクニー症様疾病の発生を見．家畜衛生試験場

東北支場によってグラスチタニーと診断された。

本病発症の原因は単一なものではなく，牛の柴着状

態，気象条件等多要因なものとされているが．中でも

牧草中のCa，Mg，瓦などのミ　ネラル組成のアンバ

ランスに起因するところが大きいとされている。これ

らのミネラル組成は牧草の施肥管理に影響されるため，

今後放牧草地の施肥管理に当たっては特に注意が必要

と思われる。著者らは本病発生草地及び未発生の二，

三の草地について．土壌と牧草のミネラル面から検討

を加えたので，その概要を報告する。
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2　発生草地の概況

本草地は十和田一八甲田山系の一つ，石倉山（標高

891仇）の山腹に位置し昭和44年に造成した草地で

ある。

造成時に10アール当たり，CaO225吟，MgO9

時施用されたが，その後は三要素のみが施用され特に

Nに片寄った施肥が行われていた。収量は45年以降

48年まで約5．5t／10乱である。調査時点の植生は

Oq主体で若干のPRq・，WCが混在していた。

5　病牛発生概況

5月中旬から日本短角種155頭が放牧されたが，9

月中旬までは病牛の発生は全く認められなかった。9

第1衰　発症牛　の　血液所　見

月12日から20日にかけて4頭が発病し，そのうち

2頭が死亡した。他の2頭はMg剤の注射をしたとこ

ろ数日後に回復した。これらの発病牛はいずれも子付

の母牛で，病牛発見後，発病牛及び未発病牛の子付の

母牛にMg剤を注射した。その結果10月中旬の退牧

時まで本症様疾病の発生は認められなかった。

4　調　査　成　績

1放牧牛の血液所見

（11発症牛

4頭の発症牛のうち回復した2例については病初よ

り血液所見の観察を行うことができたが，その結果は

第1表に示したとおりである。血清中のMg値は未発

症牛に比べて移～兄程度の低いものであったo Ca

牛 rも 発 病 月　日 検 査　 月　 日 （影 豊ヱ） 　 C a
（初鼠／／dヱ）

（瓢 ） 治　 療　 内　 容

2 昭 48． R 12

R 15

鼠 14

9 18

1．0 5

2．0 1

2．2 2

8．0

1 1．2

5．7 7

6．18

「M g 剤 2 0 0 mβ

鼠 15 1 ザルプ ロ l O O 彿g
L レバ チオ C I D O 磁

R 14 上 と同 じ

鼠 15 上 と同 じ

4 昭 48．鼠 2 1

　 R 2 1

（治　 療　 前 ）
0．9 7 8．° 4．8 5 R 2亘 苦誓 ； 。 三言三冠

9 22 上と同 じ

　 R 21

（治療 5 時間後 ）
2．0 0 鼠4 4．7 1

鼠　25 2．9 0 鼠4 4．2 5 R 25　 上 と同 じ

注．Mg剤は25％硫酸Mg溶液

及び無機Pについては著しい変化はみられなかった。

硫酸Mg剤を主体とした治療後は血清中Mg値の増加

が認められ．その回復は比較的速やかであった。

（2）未発症牛

未発症の哺乳中の子牛を有する母牛50頚について

発症牛と同様に血液検査を実施したが第2表に示すよ

うな結果が得られた。

Mg値は大部分が1．51－5．00叩／d且の範囲であった

が，1．00喝／dヱ以下が1例と1．01－1．50刀牧／dAのも

のが4例認められた。

Ca億は大部分8，1～12．0喝／d且に分布していたが，

なかでも91～10．0万牧／dAのものが多かった。無税P

は4．00－ス08花房／d且のものが多数を占め特に減少の

著しいものは認められなかった。

2　土壌と牧草のミネラル組成

（1）土壌のミネラル組成

本病が発生した石倉山と未発生の県内三カ所の牧場

第2表　未発病牛の血液所見

項　　　 目 範　　　　 囲 ％

M g　　 値

1．0 0 以　 下 2

1．0 1 －　 1．5 0 8

1．5 1 ～　 2．O D 4 2

（】碓 ／ d A ） 2．0 1 一一　 2．5 0 2 2

2 ．5 1 ・－　 5．0 0 2 2

5 ．0 1 以　 上 4

C a　　 値

7 0　 ・－　 8．0 d

8 ．1　 ・－　 R D 1 8

鼠 1　 － 1 0．0 5 °

（呼 ／ d ヱ ） 1 0．1　 ・－ 1 1．0 1 °

1 1．1　 一一 1 2．0 1 0

1 2 ．D 以　　 上 1 2

無 機 P 値

4．0 0　－　 5．0 0 2 8

5 ．0 1 －　 ム0 0 4 0

（刀牧／ 丘ヱ ） 8．0 1 －　 ヱ 0 0 2 d

7 0 1 以　 上 8
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及び未耕地から採取した土壌について分析した結果を

第5表に示す。

第5表　土壌　の　ミ　ネ　ラ　ル　含量

この分析結果を土壌の生産力可能性分級及び未耕地

の土境と比較すると次のとおりである。

牧　 場　 名
p H

（H 2 0 ）

置換 性塩 基 （野 ／ 土 壌 100 g ） 署 有 効 燐 酸

ピ 2 跳 タ） 燐酸 吸収 係数
C a O M g O K 2　0

石　 倉　 山 ＊ 5．7 1 9 8．8 4 4．5 ° 1 8．7 9 0．2 8 － 1，9 1 4

雲 谷 採 草 地 5．5 1 1 5．5 8 1 2．2 9 2 2．°0 0．5 4 0．4 9 1．9 占8

検　 沢　　 山 5．7 2 2 5．1 4 1 0．0 5 5 8 ．4 4 0．2 8 2．0 0 2，2 2 5

大　　　　 間 5．4 9 5．5 5 5 1．0 5 5 5．7 9 0．8 8 0．5 2 1，9 0 8

霊 地 防 風林 5．5 5 8．4 5 4．7 0 1 8．占2 0．2 5 0．5 7 2，2 0 9

雑 木林 5．d 8 7 4 5 4．7 0 2 鼠5 ° 0．2 8 0，2 5 2，1 1 °

＊　石倉山は，グラスチタニー発生時に採取

Ca，0は大間のものはやや低く分級の「少」にランク

されるほかはいずれの土壌も「中」以上にラソクされ，

また未耕地の含量を上回っている。これは草地造成時

に土壌改良資材として石灰が投入されたことを示して

いる。

MgO含量は分級の「少」から「多」と広い分布を示

しているが，本病が発生した石倉山のものが最も低く

未耕地土壌以下の含量となっていることが特徴的であ

る。

E20含量は本県の火山灰土壌は一般にRの天然供

給量が多い上，通常の管理においてKの追肥が行われ

ているため，どの牧場も「多」とされている15呵以

上のE20を含んでいる。

第4蓑　牧草　の　ミ　ネ　ラ　ル　組成

MgO／K20比をとってみると，石倉山土壌はMgO

含量が著しく低いため，他の土壌はⅩ20含量が多い

ため，この比は0．25～0．8°と榛めて低い値を示してい

る。このことは単に本病が発生した石倉山だけでなく，

他の牧場においてもMg欠乏の状態にあることを示す

ものであり，今後，草地の施肥管理に当たっては瓦の

施用量を抑え，CaやMg含量を高める方策を培短的

にとることの必要性を示している。

（2）牧草のミネラル組成

石倉山は本病発生時に採取した牧草について，他の

牧場については，春，夏，秋の各時期に採取したもの

について分析した。

牧　　 場　　 名 時　　　　 期

成 分 含 有 率 （ 乾 物 中 ％ ）
㌢ 昌 江 M g （m e 比 ）

y f 2　0 5 K 2 0 C a O M g O

石　 倉　 山 ＊

（オ ・す ャー ドグラス ）
1 0　 月　 1　 日 4，5 8 0．5 9 4．6 5 0．4 5 0．5 0 5．2 0

大　　　 間

（オ ーチ ャー ドグラス ）

1　　 番　　 革 1．8 5 0．2 5 5．1 2 0．2 占 0．2 5 5．0 ti

2　　　 〝 1．9 1 0．4 5 4．4 2 0．7 1 0．4 8 1．9 4

5　 〝
（1 0 月 5 日 ） 5．1 1 0．4 0 4 ．0 5 0．7 1 0．4 9 1．7 2

雲　　　 間

（オ ーチ ャー ドグラス ）

1　　 番　　 草 1．4 1 0．5 1 2．8 2 0．5 1 0．2 0 2．1 d

2　　　 〝 2．5 5 0．4 1 4．1 2 0．° 0 0．5 8 2．2 5

5　 〝
（1 0 月 9 日 ） 2．4 1 0．5 9 2．7 1 0．8 9 0．2 8 1．2 6

横　　　 沢　　　 山
1　 番　　 革 2．7 5 0．5 8 5．4 ° 0．5 5 0．5 0 4．2 0

（オ ーチ ャー ドグラス ） 5　 〝
（9 月 5 0 日 ） 4．5 8 0．4 5 8．7 5 0．4 （～ 0．4 0 4．0 0

壌　　　 沢　　　 山
1　　 番　　 草 5，°‘ 0．4 0 4．d 5 2，0 2 0．8 5 1．0 0

（ラ ジ ノ ク ロ ー バ ） 5　 〝
（9 月 5 0 日 ） 4．8 1 0．5 5 4．7 9 2 ．1 1 0．5 5 t O O

＊　石倉山は，グラステタニー発生時に採取
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第4表に示したように各牧草ともⅩとNの含量が多

く．Mg，？，Ca含量は少なくなっており土壌の化学

性を反映している。

本病発生時の秋草（オーチャードグラス）について

ミネラル含量を比較すると，CaO含量は石倉山と桟

沢山のものが低く，MgOは石倉山と雲谷の牧草が低

い。一方，K20は横沢山と石倉山のものが高い。こ

のように，石倉山と横沢山の牧草はMgO，CaO含量

が少なく，K20含量が多いため，グラスチタニー発

生と密接な関係があるとされている
C a＋Mg

当量比

が危険水準とされている2．2を大きく上回っており，

横沢山においても本病発生の危険性が潜在しているこ

とを示している。また，大間と宗谷の分析値にみられ

るように，春のイネ科牧草は
Ca＋Mg

比が高いため

グラステクニーが発生しやすい条件にあるといえる。

イネ科牧草はCaやMg含量が少なく，毘含量は多

い。マメ科牧草はCaやMg含量が多い。したがってイ

ネ科単播だけでなくミネラルパラソスの調整は難しい。

このようなことからマメ科混播の必要性がうかがえる。

5　ま　　と　　め

グラスチタニー発生草地と未発生の5カ所の草地の

土壌と牧草を分析した結果，いずれの土壌，牧草とも

Ca，Mg含量が低く，Ⅹ含量が高いという組成を示し，

本症発生の危険性を持っている草地の多いことを知っ

た。このことから，草地の施肥管理に当たってはCa

とMgの富化に努め，Rの過用を避けることが必要で

あると考えられた。

単冠ロードアイランドレッドを利用した交雑試験

武藤　顕夫も斎藤　　克＊＊

（＊福島県畜産課・＊＊福島県養鶏試験場）

1　ま　え　が　き

採卵実用鶏を作出する目的で，40年からロードを

利用した交雑試験を実施し，44年に福島クロスア（5

元交配）を開発し農家に普及してきたところ，おおむ

ね満足すべき評価を受けてきた。しかし，若干の欠点

もあることからこれらの改善を図るべく数年にわたり

試験を続けてきた‘結果，従来の福島クロスPよりも数

段優れている組合せを兄いだし組合せ検定，現場検定，

熊本種畜牧場における性能調査などにおいて試験を実

施した。

定実施細目に基づいて採取した単冠白色レグホーン，

2，5，4元交配及び単冠自色レクホーンと単冠ロー

ドアイランドレッドの2，5，4元交配を供用した。

2　試験期間

餌付から450日又は500日間。

5　管理条件

点灯については毎年10月から翌年4月までの間，

日長時間と合わせて14時間になるように実施し，そ

の他については当場の一般管理に準じた。

4　試験の種類

鶏の組合せ検定・現場検定・性能調査。

2　試　験　方　法

1　材料

供試鶏は家畜改良増殖事業実施要領，鶏の組合せ検

第1蓑　昭和45年度組合せ検定成績（450日検定抜粋）

5　試　験　紹　果

第1－4表に示す。

育成率 生存率
50％産
卵日輪

1 0 カ月齢
へ こ／

ハウス
へンケィ

1日1羽当り

卵　 重 体　 重 生産卵量 飼料消費量

（福島鶏試）

交　配　様　式

外　国　鶏

F・（H王〉

2　区　平

飼　料

要求率
％

汐 　 日

1 8 8

′ ′ 　 ％

5 R D 5 4 ．5

　 タ

1 0 5 ．1 5 ，0 09 4 ．0 8 5 ．0 6 1．5 1 ．7 8 8 1 5 5 ．8

9 8 ．0 8 8 ．8 1 6 7 6 0 ．5 2 ，0 4 0 1 8 8 ．1 8 8 ．6 5 鼠 8 1 2 2 ，6 5 ．0 8

9 鼠 0 9 2 ．9 1 6 4 5 7 7 2 ，0 2 2 2 0 8 ．4 7 1．8 4 0 ．1 1 1 8 ．5 2 ．9 7

9 7 0 8 鼠 7 1 8 2 5 9 7 2 ．0 6 4 1 8 ス 4 8 8 ．5 5 8 ．7 1 1 8 ．2 5 ．0 1

収　益
指　数

1，559

1，704

1，798

1，705

注・収益指数：5．dx育成率＋5．4×生存率＋1°，1×産卵率＋15．4×卵要一555×歯科要求率


